
大田区議会は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

●  区長提出議案として、令和４年度予算案、条例案、条例の一部改正案、報告
など43件が提出されました（令和４年度予算に対する各会派の意見は８～９
面に、審議の結果など詳細は、10～ 11面に掲載）。

●  議員提出議案として、「ロシア連邦によるウクライナへの軍事侵攻を非難し断
固抗議する決議」と条例案４件、委員会提出議案として、条例の一部改正案
１件が提出されました（詳細は、10～ 11面に、決議の全文は、12面に掲載）。

●  請願・陳情は、審議の結果、不採択９件、そのほかは継続審査となりました
（請願・陳情の結果は、11面に掲載）。

　大田区議会は、令和４年第１回定例会を２月15日から３月
25日までの39日間の会期で開きました。
　定例会では、区政の各分野における課題について、17名の
議員が質問し、議論しました（詳細は、２～５面に掲載）。ま
た、令和４年度予算を可決しました。
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　今号のイラストは、山王草堂記念館、カタルパの木、カタルパの小径をイメージしています。山王草堂記念館は、日本で最初の総合雑誌を創刊した徳富蘇峰の旧居の一部であり、当該記念館の前と、
蘇峰記念館と尾崎士郎記念館を結ぶカタルパの小径には、米国を原産地とする落葉樹であるカタルパの木が植えられています。このうち山王草堂記念館の前にあるカタルパは、徳富蘇峰の師であっ
た新島襄が、米国から持ち帰った種の苗木から育てたものと言われています。カタルパは、毎年５月中旬から下旬の限られた時期にブーケのような白い花を咲かせ、この時期には多くの方が訪れます。

予算が決まるまで 大田区議会は、定例会を年４回開催することが条例で定められています。
区の当初予算については、第１回定例会のなかで審査し、議決します。予算審査の進め方

予算成立・執行

議案付託

議決 委員長報告
　予算が成立すると、４
月から執行が可能になり
ます。年度途中で変更が
必要になった場合は、「補
正予算案」が組まれ、議案として付託委員会で審
査、本会議で議決します。

　議会に提出された議案の多
くは委員会に送られ、委員会
で専門的に審査します。これを
「委員会に付託する」といいま
す。提出された予算案は、予算特別委員会設置後、
同委員会に付託されます。

　予算は本会議で議決
（賛否のどちらかに議会
の意思を決定）します。
予算案を可決すると、区
の「当初予算」の成立と
なります。

　委員会で審査した付託議
案（予算案）の審査結果を、
委員長が本会議で報告しま
す。

令和4年
度

予算書
（案）

令和4年
度

予算書

議案（予算案）提出
　区の当初予算案が確定す
ると、第１回定例会で、区長
から議案（議会で決める案件）
として提出されます。
　当初予算案の概要は、大田
区のホームページなどで公表されています。

1

6

2
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予算特別委員会
　予算審査のために特
別に設置される委員会
です。予算案を詳しく
審査し、委員会として
の考えを表明するため
の表決を行います。

3
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〜カタルパの小径〜

令和4年
第1回
定例会号

令和3年
第2回
臨時会号
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録画中継
本会議などの模様を録画したテレビ中継
映像をインターネットで配信しています。

質問と答弁は、質問者がまとめた要旨を掲載しています。質問と答弁は、質問者がまとめた要旨を掲載しています。 2

福
祉
的
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

問
社
会
的
孤
立
を
は
じ
め
、
既
存
の
制

度
の
対
象
と
な
り
に
く
い
ケ
ー
ス
や
、

い
わ
ゆ
る
８
０
５
０
問
題
、
ダ
ブ
ル
ケ

ア
な
ど
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
て
い
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
こ

う
し
た
複
雑
化
・
複
合
化
し
た
ニ
ー
ズ

を
包
括
的
に
支
援
す
る
事
業
、
重
層
的

支
援
体
制
整
備
事
業
の
実
現
を
求
め
て

き
た
。
令
和
４
年
度
、
区
で
は
重
層
的

支
援
体
制
整
備
事
業
の
準
備
事
業
を
実

施
す
る
と
の
方
針
を
示
し
た
が
、
複
合

的
な
課
題
を
抱
え
た
区
民
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
支
援
を
強
化
し
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
の
か
。

答
４
年
度
か
ら
設
置
予
定
の
重
層
的
支

援
会
議
で
は
、
課
題
に
応
じ
て
、
関
係

部
局
が
集
ま
り
、
分
野
ご
と
の
支
援
方

針
や
役
割
を
明
確
化
し
、
実
施
・
検
証

を
し
て
い
く
こ
と
で
、
チ
ー
ム
支
援
の

強
化
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
関
係
機

関
と
連
携
し
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
な

ど
を
強
化
す
る
た
め
、
Ｊ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
Ａ

の
機
能
を
拡
充
し
て
、
ひ
き
こ
も
り
支

援
室
（
愛
称
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
Ａ
）
の
新
設

を
４
年
度
予
算
案
に
計
上
し
て
い
る
。

更
に
、
大
田
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
連

携
し
て
、
参
加
支
援
や
地
域
づ
く
り
支

援
の
拡
充
を
図
っ
て
い
く
。

問
就
学
援
助
制
度
に
お
い
て
、
事
故
や

災
害
な
ど
で
危
機
的
な
状
況
に
あ
わ
れ

た
家
族
の
不
安
を
払
拭
し
、
安
心
し
て

児
童
・
生
徒
が
教
育
を
受
け
ら
れ
る
環

境
を
整
え
る
た
め
に
、
前
年
度
所
得
に

よ
る
認
定
基
準
に
加
え
て
、
特
例
対
応

と
し
て
認
定
で
き
る
よ
う
な
審
査
基
準

を
定
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
区
の
見

解
を
伺
う
。

答
４
年
度
か
ら
は
、
事
故
や
災
害
な
ど

に
よ
り
家
計
が
急
変
し
た
世
帯
に
つ
い

て
も
、
当
該
年
度
の
所
得
に
よ
る
特
例

対
応
を
可
能
と
す
る
新
た
な
審
査
基
準

を
設
け
、
急
激
な
変
化
に
対
応
す
る
こ

と
で
、
学
び
の
保
障
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

問
高
校
生
の
医
療
費
助
成
実
施
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
制
度
の
効
果
検
証
を

行
っ
た
上
で
、
実
施
の
検
討
を
進
め
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
を

伺
う
。

答
対
象
年
齢
の
拡
大
に
あ
た
っ
て
は
、

都
と
の
費
用
負
担
の
在
り
方
も
課
題
と

な
る
。
今
後
、
都
か
ら
の
説
明
や
都
区

間
の
協
議
の
進
捗
を
踏
ま
え
た
検
討
の

中
で
、
現
行
制
度
の
検
証
や
課
題
の
整

理
を
行
っ
て
い
く
。

大
田
区
の
「
み
ら
い
」
を
見
据
え
た

施
策
に
つ
い
て

問
大
田
区
政
に
関
す
る
世
論
調
査
で
は
、

区
の
施
策
の
中
で
特
に
力
を
入
れ
て
欲

し
い
施
策
と
し
て
防
災
対
策
は
62
・
８

％
と
な
っ
て
い
る
。
自
然
災
害
へ
の
対

策
は
、
被
害
を
い
か
に
最
小
限
に
と
ど

め
る
か
と
い
う
減
災
の
視
点
が
重
要
で

あ
る
。
４
年
度
、
新
た
に
策
定
さ
れ
る

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
に
よ
り
、
区
の

災
害
対
策
が
ど
う
変
わ
る
の
か
、
区
長

の
考
え
を
伺
う
。

答
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
に
備
え
、
国
土
強

靭
化
地
域
計
画
と
、
個
別
の
災
害
を
想

定
し
、
災
害
予
防
と
発
災
時
・
発
災
後

の
対
応
を
ま
と
め
た
地
域
防
災
計
画
を

一
体
的
に
進
め
る
こ
と
で
、
事
前
の
備

え
か
ら
復
興
ま
で
を
見
通
し
た
総
合
的

な
防
災
対
策
を
推
進
し
て
い
く
。

区
民
生
活
の
根
幹
を
支
え
る
区
内
企

業
へ
の
産
業
支
援
に
つ
い
て

問
コ
ロ
ナ
禍
は
、
人
々
の
生
活
様
式
を

大
き
く
変
え
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
５
年
か

ら
10
年
分
が
一
気
に
前
倒
し
さ
れ
た
。

区
内
の
中
小
町
工
場
の
操
業
環
境
を
維

持
・
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
活
用
が
不
可
欠
で
あ
る
。

区
は
3
年
度
の
取
り
組
み
に
お
い
て
、

区
内
中
小
企
業
へ
の
デ
ジ
タ
ル
化
支
援

を
進
め
て
き
た
と
認
識
し
て
い
る
が
、

今
後
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答
区
で
は
、
大
田
区
製
造
業
の
特
性
で

あ
る
仲
間
ま
わ
し
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向

け
、
地
域
未
来
け
ん
引
企
業
な
ど
を
中

心
と
す
る
先
進
的
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。
今
後
は
、
ハ
ブ
企
業
と
な
り

得
る
中
堅
・
中
小
企
業
へ
の
導
入
を
促

進
し
て
い
く
。
更
に
、
小
規
模
な
町
工

場
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
向
け
た
普

及
啓
発
や
具
体
的
な
手
順
を
支
援
す
る

た
め
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
を
行
う
べ
く
、

お
お
た
デ
ジ
タ
ル
ピ
オ
を
立
ち
上
げ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
つ
い
て

問
三
度
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、

今
後
も
多
く
の
区
民
が
順
次
二
度
目
の

接
種
か
ら
６
か
月
を
経
過
す
る
こ
と
か

ら
更
な
る
接
種
体
制
の
強
化
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後
の
接
種
体
制

の
強
化
に
向
け
た
区
の
方
針
に
つ
い
て

伺
う
。

答
４
年
３
月
19
日
か
ら
５
日
間
、
日
本

工
学
院
専
門
学
校
に
再
度
、
臨
時
の
大

規
模
接
種
会
場
を
開
設
し
、
一
日
の
最

大
接
種
人
数
を
５
０
０
０
人
に
拡
充
す

る
な
ど
、
接
種
体
制
を
一
層
強
化
し
て

い
く
。
今
後
も
区
民
の
生
命
と
健
康
を

守
る
た
め
、
希
望
す
る
方
へ
の
接
種
を

一
層
加
速
さ
せ
て
い
く
。

改
憲
を
急
ぐ
岸
田
政
権
に
対
し
平
和

憲
法
を
守
る
と
述
べ
て
い
る
区
長
の

見
解
に
つ
い
て

問
平
和
憲
法
を
守
る
立
場
に
立
っ
て
い

る
区
長
へ
、
国
の
敵
基
地
攻
撃
能
力
保

有
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

答
引
き
続
き
基
礎
自
治
体
と
し
て
平
和

関
連
の
事
業
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

新
自
由
主
義
か
ら
転
換
し
、
地
方
自

治
の
本
来
の
役
割
を
果
た
し
、
全
て

の
区
民
が
輝
く
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

問
予
算
の
柱
を
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
と
し
て

い
る
限
り
、
区
民
の
命
を
守
る
予
算
に

な
ら
な
い
。
コ
ロ
ナ
対
策
を
第
一
と
し
、

痛
め
つ
け
ら
れ
た
区
民
を
支
え
る
た
め

に
全
力
を
注
ぐ
予
算
に
す
べ
き
。

答
感
染
症
を
は
じ
め
、
様
々
な
危
機
に

対
し
て
臨
機
応
変
に
対
応
し
、
区
内
経

済
の
発
展
に
向
け
、
必
要
な
施
策
を
予

算
案
に
盛
り
込
ん
だ
。

命・く
ら
し
を
守
る
緊
急
コ
ロ
ナ
対
策

に
つ
い
て

問
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
対
策
が
必
要

で
あ
る
。
第
８
次
補
正
予
算
は
基
金
が

１
６
８
億
円
と
財
源
は
あ
る
。
給
付
金

な
ど
支
援
策
の
補
正
予
算
を
組
む
べ
き
。

答
コ
ロ
ナ
対
策
で
は
17
回
の
補
正
予
算

を
編
成
し
、
早
期
に
尽
力
し
て
き
た
。

問
区
民
の
生
命
・
健
康
を
守
る
た
め
の

保
健
所
体
制
の
強
化
に
は
正
規
職
員
や

保
健
師
の
増
員
が
必
須
で
あ
る
。
職
員

の
兼
務
で
は
な
く
見
直
し
を
行
う
べ
き
。

答
区
は
適
宜
強
化
し
て
対
応
し
て
き
た
。

職
員
や
会
計
年
度
任
用
職
員
の
増
員
や

保
健
師
を
兼
務
配
置
し
て
い
る
。

問
保
健
所
体
制
は
1
日
の
陽
性
者
を
１

０
０
０
人
、
必
要
職
員
を
１
４
０
人
と

し
た
フ
ェ
ー
ズ
９
ま
で
し
か
な
い
。
陽

性
者
が
１
５
０
０
人
を
超
え
た
日
も
あ

っ
た
。
見
合
っ
た
フ
ェ
ー
ズ
設
定
を
。

答
保
健
所
体
制
は
最
高
レ
ベ
ル
の
フ
ェ

ー
ズ
９
で
対
応
は
可
能
で
あ
る
。

問
区
は
高
齢
者
や
持
病
の
あ
る
陽
性
者

を
優
先
し
、
濃
厚
接
触
者
が
検
査
も
受

け
ら
れ
ず
放
置
さ
れ
て
い
る
。
食
糧
支

援
も
遅
れ
て
い
る
。
命
・
生
活
の
た
め

の
施
策
を
緊
急
に
行
う
べ
き
。

答
医
療
機
関
で
の
対
応
に
加
え
検
査
キ

ッ
ト
配
布
事
業
な
ど
を
周
知
し
て
い
る
。

問
高
齢
者
施
設
、
医
療
機
関
、
小
児
関

係
施
設
な
ど
感
染
が
起
き
た
場
合
に
リ

ス
ク
が
高
い
施
設
で
働
く
労
働
者
へ
の

定
期
的
か
つ
集
中
的
な
検
査
な
ど
、
都

と
連
携
し
更
に
集
中
す
る
と
と
も
に
区

独
自
の
対
策
を
行
う
べ
き
。

答
希
望
す
る
施
設
に
は
都
の
補
助
事
業

で
対
応
し
、
小
児
関
係
施
設
は
症
状
が

あ
る
際
に
速
や
か
に
受
診
を
依
頼
す
る
。

問
災
害
時
に
お
け
る
個
別
避
難
計
画
の

責
任
は
区
が
果
た
す
べ
き
。
対
象
者
を

１
１
０
０
人
と
限
定
し
て
い
る
が
、
対

象
と
な
っ
て
い
な
い
障
が
い
者
、
高
齢

者
な
ど
へ
の
災
害
時
の
避
難
に
お
け
る

状
況
把
握
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
を
受
け
２

０
２
４
年
度
中
ま
で
を
目
途
に
、
区
が

主
体
的
に
作
成
し
て
い
く
。

新
空
港
線
計
画
は
中
止
し
、
住
民
本

位
の
下
丸
子
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
新
空
港
線
計
画
の
中
止
を
求
め
る
。

90
億
円
余
の
基
金
は
コ
ロ
ナ
で
苦
し
ん

で
い
る
区
民
に
還
元
す
べ
き
。

答
新
空
港
線
事
業
の
中
止
及
び
積
立
基

金
の
廃
止
は
考
え
て
い
な
い
。

問
下
丸
子
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
計
画
は

住
民
の
立
場
で
進
め
る
べ
き
。
踏
切
対

策
は
長
年
の
地
域
課
題
で
ま
ち
づ
く
り

計
画
と
切
り
離
し
て
進
め
る
べ
き
。

答
踏
切
の
対
策
と
併
せ
、
地
域
の
意
見

を
反
映
し
進
め
て
い
く
。

保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
放
課
後
児

童
支
援
員
な
ど
の
ケ
ア
労
働
者
を
支

え
る
区
の
支
援
に
つ
い
て

問
労
働
者
１
人
に
９
千
円
の
賃
上
げ
と

な
る
よ
う
区
が
補
填
す
べ
き
。

答
賃
金
改
善
を
行
う
事
業
者
に
対
し
て
、

処
遇
改
善
に
要
す
る
費
用
を
補
助
す
る
。

問
２
０
２
２
年
10
月
か
ら
も
賃
上
げ
と

な
る
よ
う
対
応
す
べ
き
。

答
国
の
動
向
を
確
認
し
対
応
し
て
い
く
。

国
際
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
を
進
め
る
施
策
に
つ
い
て

問
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
都

は
導
入
予
定
で
あ
り
区
も
導
入
す
べ
き
。

答
都
や
都
内
他
自
治
体
の
動
向
を
注
視

し
慎
重
に
対
応
し
て
い
く
。

問
痴
漢
被
害
の
実
態
を
把
握
し
「
性
暴

力
、
痴
漢
被
害
ゼ
ロ
」
を
大
田
区
長
が

表
明
す
べ
き
。
公
共
交
通
機
関
が
痴
漢

は
犯
罪
だ
と
い
う
放
送
や
ポ
ス
タ
ー
に

よ
り
周
知
す
る
よ
う
申
し
入
れ
る
べ
き
。

答
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
を
進
め
る
。

問
女
子
の
心
身
の
形
成
、
安
心
し
て
学

習
に
取
り
組
め
る
環
境
づ
く
り
、
子
ど

も
た
ち
の
人
権
を
守
る
た
め
に
一
刻
も

早
く
区
内
小
中
学
校
女
子
ト
イ
レ
個
室

に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
と
同
様
に
生

理
用
ナ
プ
キ
ン
を
配
備
す
べ
き
。

答
女
子
ト
イ
レ
に
配
備
す
る
の
で
は
な

く
、
保
健
室
に
お
い
て
対
応
す
る
。

＊サーキュラーエコノミー（3面2段・40行目）
　循環経済（サーキュラーエコノミー）とは、従来の3Rの取り組みに加え、資
源投入量・消費量を抑えつつ、ストックを有効活用しながら、サービス化など
を通じて付加価値を生み出す経済活動であり、資源・製品の価値の最大化、資
源消費の最小化、廃棄物の発生抑止などを目指すものを指す。
＊ZEB化（4面5段・32行目）
　Net Zero Energy Building（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）の略称で、
「ゼブ」と呼ぶ。快適な室内環境を実現しながら、建物で消費する年間の一次
エネルギーの収支をゼロにすることを目指した建物のことを指す。

用 語 解 説

質
問
と
答
弁
は
、
質
問
者
が
ま
と

め
た
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

伊
佐
治
　
剛

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合

誰
ひ
と
り
、
取
り
残
さ
な
い

区
政
に
向
け
て

清
水
　
菊
美

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
で
な
く

区
民
の
命
・
く
ら
し
を
守
る
予
算
へ
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令
和
４
年
度
大
田
区
予
算
に
つ
い
て

問
４
年
度
予
算
案
の
編
成
に
つ
い
て
、

区
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
４
年
度
は
企
業
収
益
が
堅
調
に
推
移

し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
特
別
区
税
や
特

別
区
交
付
金
と
い
っ
た
基
幹
財
源
の
増

収
を
見
込
み
、
新
規
事
業
や
優
先
度
の

高
い
施
策
を
中
心
に
財
源
を
振
り
向
け

た
。
更
に
、
突
発
的
な
財
政
需
要
や
、

想
定
が
難
し
い
歳
入
リ
ス
ク
が
生
じ
て

も
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
財
政
基

金
繰
入
金
の
圧
縮
や
特
定
目
的
基
金
へ

の
積
み
立
て
な
ど
、
財
源
の
確
保
に
も

努
め
た
予
算
案
と
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種
事

業
に
つ
い
て

問
小
児
接
種
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答
５
歳
か
ら
11
歳
の
小
児
の
接
種
会
場

は
、
身
近
で
相
談
し
や
す
い
小
児
科
を

中
心
と
し
た
医
療
機
関
を
基
本
と
し
、

補
完
的
に
集
団
接
種
会
場
を
開
設
す
る
。

接
種
に
つ
い
て
、
よ
り
分
か
り
や
す
く

丁
寧
な
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す
る
子
ど
も
や
保

護
者
が
、
安
心
し
て
接
種
を
受
け
ら
れ

る
体
制
を
し
っ
か
り
整
え
て
い
く
。

産
業
振
興
に
つ
い
て

問
産
業
振
興
協
会
に
よ
る
伴
走
型
支
援

の
強
化
に
つ
い
て
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
産
業
振
興
協
会
は
産
業
プ
ラ
ザ
Ｐ
ｉ

Ｏ
の
１
階
に
、
区
内
事
業
者
の
経
営
相

談
な
ど
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す
る
、

総
合
窓
口
を
開
設
す
る
。
コ
ロ
ナ
禍
を

機
に
経
営
の
在
り
方
を
見
直
す
企
業
や
、

新
た
な
事
業
展
開
を
考
え
る
事
業
者
の

相
談
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
事
業
者

に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

新
空
港
線
整
備
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

問
新
空
港
線
事
業
の
進
捗
に
つ
い
て
区

の
見
解
を
伺
う
。

答
都
と
の
協
議
の
場
を
３
年
12
月
ま
で

に
４
回
開
催
。
今
後
は
、
需
要
予
測
の

結
果
を
踏
ま
え
た
協
議
・
調
整
を
積
極

的
に
進
め
、
都
区
費
用
負
担
割
合
の
年

度
内
合
意
に
こ
ぎ
つ
け
、
事
業
化
に
向

け
た
道
筋
を
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
上
で
、
民
間
企
業
な
ど
と
の
協
働
に

つ
い
て
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
区
は
４
年
１
月
、
大
田
区
公
民
連
携

基
本
指
針
を
改
定
し
た
。
民
間
企
業
な

ど
の
活
力
と
、
公
共
機
関
と
し
て
の
信

用
力
な
ど
の
行
政
が
有
す
る
強
み
を
掛

け
合
わ
せ
、
区
な
ら
で
は
の
新
た
な
価

値
を
生
み
出
し
て
い
く
。

子
ど
も
た
ち
の
生
活
環
境
の
整
備
に

つ
い
て

問
児
童
相
談
所
の
設
置
に
つ
い
て
、
改

め
て
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
区
が
設
置
す
る
児
童
相
談
所
が
、
区

内
外
で
活
動
す
る
様
々
な
地
域
資
源
の

核
と
な
る
こ
と
で
、
虐
待
の
早
期
発
見

早
期
対
応
に
加
え
、
孤
立
化
す
る
親
子

の
支
援
が
可
能
に
な
る
。
更
に
、
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
と
児
童
相
談
所

の
機
能
を
統
合
し
、
状
況
に
応
じ
た
切

れ
目
の
な
い
支
援
が
行
え
る
体
制
を
構

築
す
る
。

問
高
校
生
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
、

導
入
に
向
け
た
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
医
療
機
関
へ
の
受
診
や
治
療
が
必
要

な
子
ど
も
が
、
適
切
な
医
療
を
安
心
し

て
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

今
後
、
都
区
間
の
協
議
に
お
け
る
条
件

整
備
の
進
捗
に
合
わ
せ
、
必
要
な
検
討

を
行
っ
て
い
く
。

脱
炭
素
社
会
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
区
が
目
指
す
２
０
５
０
年
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
実
質
ゼ
ロ
実
現
に
向
け
て
の

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
伺
う
。

答
新
た
に
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
、

大
田
区
版
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

の
構
築
に
向
け
着
手
す
る
と
と
も
に
、

脱
炭
素
社
会
を
現
実
の
も
の
と
す
る
た

め
、（
仮
称
）
大
田
区
脱
炭
素
戦
略
を

具
体
的
に
は
、
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
基
づ
く
地
域
活
性
化
や
、
区
の
成
長

を
け
ん
引
す
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
に
向
け

た
観
光
事
業
者
と
の
関
係
づ
く
り
、
ま

た
、
様
々
な
発
信
媒
体
を
駆
使
し
た
Ｐ

Ｒ
に
引
き
続
き
努
め
て
い
く
。
更
に
、

４
年
度
、
観
光
を
産
業
の
重
点
部
門
の

一
つ
に
位
置
付
け
、
羽
田
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
で
の
事
業
展
開
や
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
の
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の

構
築
な
ど
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
区

の
存
在
感
が
高
ま
る
よ
う
取
り
組
み
を

展
開
し
て
い
く
。

問
今
後
、
区
の
魅
力
を
ど
う
発
信
し
て

い
く
の
か
伺
う
。

答
区
内
回
遊
を
促
す
動
画
の
配
信
や
文

化
や
歴
史
を
楽
し
く
学
べ
る
講
座
の
実

施
な
ど
可
能
な
魅
力
発
信
や
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
に
向
け
て
、
外
国
人
の
関
心
を
ひ

く
情
報
発
信
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

問
新
空
港
線
の
現
在
の
状
況
を
踏
ま
え
、

早
期
の
整
備
促
進
に
向
け
た
区
長
の
決

意
を
伺
う
。

答
昨
今
、
都
内
の
鉄
道
整
備
に
関
す
る

動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
中
、
新
空
港

線
に
つ
い
て
も
、
都
区
費
用
負
坦
割
合

の
決
着
に
向
け
た
需
要
予
測
を
行
う
ま

で
に
至
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
整
備
実
現

に
向
け
た
大
き
な
一
歩
で
あ
り
、
着
実

に
進
展
し
て
い
る
状
況
と
考
え
て
い
る
。

新
空
港
線
は
、
区
内
の
移
動
利
便
性
が

向
上
す
る
だ
け
で
な
く
、
東
急
多
摩
川

線
・
東
横
線
な
ど
を
介
し
て
羽
田
空
港

と
各
都
市
と
の
ア
ク
セ
ス
を
改
善
し
、

広
域
的
な
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

に
寄
与
す
る
な
ど
、
東
京
圏
全
体
に

と
っ
て
も
非
常
に
重
要
な
路
線
で
あ
る
。

ま
た
、
新
空
港
線
は
、
現
在
、
区
が
取

り
組
ん
で
い
る
蒲
田
駅
周
辺
ま
ち
づ
く

り
を
基
幹
的
に
支
え
る
重
要
な
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
、
ま
ち

づ
く
り
の
面
か
ら
も
区
の
将
来
に
与
え

る
影
響
が
大
き
い
路
線
で
あ
る
。
こ
の

立
案
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

権
利
擁
護
施
策
に
つ
い
て

問
高
齢
者
の
権
利
擁
護
も
包
括
す
る
老

い
じ
た
く
の
進
捗
に
つ
い
て
、
区
の
見

解
を
伺
う
。

答
区
は
３
年
度
、
東
京
司
法
書
士
会
大

田
支
部
と
協
定
を
締
結
す
る
と
と
も
に
、

複
数
の
専
門
職
に
よ
る
合
同
相
談
会
を

開
催
す
る
な
ど
、
相
談
体
制
の
強
化
を

図
っ
て
き
た
。
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
新
た
に
作
成
し
、
区
民
が
自
ら
行
動

や
備
え
を
促
す
き
っ
か
け
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て

問
（
仮
称
）
未
来
も
の
づ
く
り
科
の
新

設
か
ら
、
学
校
教
育
に
お
け
る
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
展
望
に
つ
い
て
区
の
見
解
を

伺
う
。

答
（
仮
称
）
未
来
も
の
づ
く
り
科
は
、

創
造
的
な
資
質
・
能
力
の
育
成
を
目
指

す
教
科
で
あ
り
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一

環
と
し
て
主
要
な
取
り
組
み
に
な
る
。

今
後
、
区
の
独
自
教
科
と
し
て
全
小
学

校
で
実
施
し
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
層

の
充
実
を
図
る
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
伴
い
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
は
消
失
し
て
２
年
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
国
内
外
で
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
の
感
染
が
広
が
る
中
、
区
の

観
光
を
今
後
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い

く
の
か
、
見
解
を
伺
う
。

答
令
和
３
年
の
訪
日
外
客
数
は
コ
ロ
ナ

禍
前
と
比
べ
99
・
２
％
減
と
、
観
光
関

連
産
業
は
今
も
影
響
を
受
け
続
け
て
い

る
。
同
時
に
区
は
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
政
府
は
入
国
制
限
を
段

階
的
に
緩
和
す
る
方
針
を
示
す
な
ど
、

観
光
に
と
っ
て
明
る
い
兆
し
も
見
え
始

め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応

し
つ
つ
、
大
田
区
観
光
振
興
プ
ラ
ン
に

も
定
め
た
観
光
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

●
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種

　
区
民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
を
第
一

に
考
え
、
集
団
接
種
会
場
と
個
別
医
療

機
関
に
よ
る
接
種
体
制
の
強
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
希
望
す
る
多
く
の

区
民
の
皆
様
の
接
種
を
可
能
な
限
り
進

め
、
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
て
万
全
の

体
制
で
臨
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
大
田
区
仲
六
郷
水
防
資
機
材
セ
ン
タ
ー

　
旧
高
畑
保
育
園
跡
地
に
お
い
て
整
備

を
進
め
て
い
た
「
大
田
区
仲
六
郷
水
防

資
機
材
セ
ン
タ
ー
」
が
、
令
和
３
年
11

月
に
完
成
し
ま
し
た
。
本
施
設
は
、
倉

庫
内
で
24
時
間
、
暴
風
雨
の
影
響
を
受

け
ず
土
の
う
、
大
型
土
の
う
を
作
る
こ

と
が
可
能
な
施
設
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
時
に
は
、
自
治
会
・
町
会
の
皆
様
の

防
災
訓
練
・
水
防
教
育
な
ど
に
利
用
し

て
頂
き
、
地
域
の
防
災
力
の
強
化
に
も

役
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

●
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

　
改
正
社
会
福
祉
法
に
よ
っ
て
新
た
に

創
設
さ
れ
た
「
重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
」
を
活
用
し
、
更
な
る
支
援
体
制

の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
４
年

度
は
「
重
層
的
支
援
体
制
整
備 

移
行

準
備
事
業
」
を
実
施
し
、
地
域
全
体
で

包
摂
的
に
支
援
す
る
体
制
の
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
新
年
度
予
算
編
成

　

４
年
度
予
算
編
成
上
の
重
点
課
題
と

し
て
「
効
果
的
な
感
染
症
対
策
と
防
災

・
減
災
力
を
高
め
る
備
え
を
進
め
、
安

全
・
安
心
で
強
靭
な
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
た
取
組
み
」
、
「
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
と
学
び
を
保

障
し
、
誰
も
が
活
躍
で
き
る
包
摂
的
な

地
域
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
た
取
組

み
」
、
「
経
済
活
動
を
支
え
、
魅
力
と

利
便
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
促
進

し
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
持
続

的
な
成
長
に
つ
な
が
る
取
組
み
」、「
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
、
脱
炭
素
化
や
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
時
代
の
潮
流
を
意
識
し
た

地
域
社
会
を
築
く
取
組
み
」
の
４
つ
を

掲
げ
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
優
先
的
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
区
の
発
展
の
礎
と

な
る
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
推
進
す
る

た
め
、
効
果
的
、
効
率
的
に
財
源
を
配

分
い
た
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
教
育
で
大
き
く
変
化
し

た
こ
と
の
一
つ
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活

用
し
た
学
習
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
て
、
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
を
す
る
た
め
に
は
、

教
師
の
授
業
力
が
必
要
で
す
。

　
私
は
本
区
の
教
育
委
員
会
で
一
度
だ

け
中
学
校
の
国
語
の
授
業
を
行
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
授
業
は
「
夏
の
葬
列

と
い
う
文
学
作
品
の
時
間
に
行
い
ま
し

た
。
こ
の
授
業
で
心
に
残
っ
た
こ
と
が

二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
文
学
作
品

の
力
、
二
つ
目
は
「
伝
え
よ
う
と
思
え

ば
、
伝
わ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
国
語
教
育
の
根
底
に
は
、
言
葉
へ
の

愛
と
子
ど
も
へ
の
愛
が
あ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
「
言
葉
の
面
白
さ
、
大
切
さ
、

よ
さ
や
素
晴
ら
し
さ
に
気
付
き
、
言
葉

の
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
豊
か
に
生

き
る
力
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
」
と
い

う
願
い
が
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　
国
語
ば
か
り
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る

教
科
・
領
域
に
は
、
そ
の
教
科
・
領
域

な
ら
で
は
の
「
も
の
の
見
方
、
考
え
方

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
身
に
付
け
、
面

白
さ
や
だ
い
ご
み
を
味
わ
い
、
そ
の
力

を
生
か
し
て
豊
か
に
生
き
る
子
ど
も
を

育
て
て
い
く
授
業
実
践
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
を
は
じ
め
、
社
会
の
あ
り

様
が
劇
的
に
変
化
す
る
社
会
を
見
据
え
、

言
葉
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
未
来
社
会

を
創
造
的
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
育

成
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

松原 忠義
区長

小黒 仁史
教育長

区長施政
方針演説
（抜粋）

教育長
所信表明
（抜粋）

よ
う
に
、
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
や
、

東
京
圏
の
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
新
空
港
線
の

実
現
に
向
け
、
引
き
続
き
私
が
先
頭
に

立
ち
、
不
退
転
の
覚
悟
で
取
り
組
ん
で

い
く
決
意
で
あ
る
。

・

」

」

田
村
　
英
樹

大
田
区
議
会
公
明
党

大
田
の
子
ど
も
た
ち
の
将
来
へ

盤
石
な
基
盤
構
築
を

植
田
　
智
一

令
和
大
田
区
議
団
（
無
所
属
５
＋
維
新
１
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

区
の
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
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田
島
　
和
雄

大
田
区
議
会
公
明
党

防
災
・
減
災
に
つ
い
て

問
区
民
や
来
訪
者
が
災
害
時
に
ト
イ
レ

に
困
ら
な
い
よ
う
、
災
害
時
の
ト
イ
レ

の
確
保
、
運
営
・
管
理
の
計
画
作
成
が

必
要
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
ト
イ
レ
不
足
は
、
災
害
関
連
死
に
も

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
、
災
害
時
の
ト

イ
レ
は
ま
さ
に
命
を
支
え
る
社
会
基
盤

で
あ
る
。
実
効
性
あ
る
災
害
用
ト
イ
レ

の
運
用
管
理
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

問
本
区
に
お
け
る
今
後
の
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
の

推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

答
令
和
２
年
度
に
大
田
区
手
話
言
語
及

び
障
害
者
の
意
思
疎
通
に
関
す
る
条
例

を
施
行
す
る
な
ど
、
意
思
疎
通
の
手
段

の
確
保
や
情
報
保
障
を
強
化
し
て
き
た
。

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
多
様
な
災
害
情

報
の
提
供
や
支
援
者
へ
の
普
及
・
啓
発

を
強
化
し
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
推
進
し
て
い
く
。

問
や
さ
し
い
日
本
語
を
ベ
ー
ス
と
し
た

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に
取
り
組
む

狙
い
に
つ
い
て
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
複
数
の
言
語
で

作
成
す
る
よ
り
も
、
や
さ
し
い
日
本
語

を
ベ
ー
ス
と
し
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
や
必

要
に
応
じ
て
外
国
語
を
付
記
し
て
い
く

こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
外
国
人
が
理
解

し
や
す
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者

や
子
ど
も
た
ち
に
も
分
か
り
や
す
く
な

る
と
い
う
効
果
も
期
待
で
き
る
。

防
災
・
減
災
の
観
点
か
ら
の
グ
リ
ー

ン
イ
ン
フ
ラ
の
活
用
に
つ
い
て

問
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
お
お
た
改
定
に
伴

い
、防
災・減
災
の
観
点
か
ら
の
グ
リ
ー

ン
イ
ン
フ
ラ
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
を
推
進
し
、
み

ど
り
が
有
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
高

め
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
気
候

変
動
な
ど
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
を
生
み
出
し
、
国
土
強
靭
化
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
寄
与
す
る
こ
と
で
安
全
・

安
心
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

松
本
　
洋
之

大
田
区
議
会
公
明
党

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
会
議
を
設
置
し
、
区

の
特
性
や
地
域
課
題
を
踏
ま
え
て
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て

区
の
見
解
を
伺
う
。

答
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
着
実
か
つ
強
力
に
推
進

す
る
こ
と
は
、
世
界
共
通
の
目
標
達
成

に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
課
題

解
決
及
び
持
続
的
な
発
展
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
大
田
区
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
推
進
会
議
に
つ
い
て
は
、
有
識
者
や

区
内
事
業
者
な
ど
に
参
加
い
た
だ
き
、

区
を
取
り
巻
く
変
化
の
潮
流
や
地
域
課

題
を
鋭
敏
に
捉
え
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
お
い

て
重
視
さ
れ
る
経
済
・
社
会
・
環
境
の

三
側
面
の
調
和
、
中
で
も
環
境
と
経
済

の
両
立
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
区

な
ら
で
は
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
に
つ

い
て

問
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
を
希

望
さ
れ
る
方
も
多
く
、
介
護
度
が
高
く

て
も
入
所
で
き
な
い
状
態
が
あ
る
。
高

齢
者
ま
た
は
ご
家
族
の
安
心
を
支
え
る

た
め
、
更
な
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
の
増
設
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
高
齢
者
や
そ
の
ご
家
族
の
た
め
に
、

介
護
基
盤
の
整
備
は
重
要
で
あ
る
。
今

後
も
大
森
東
地
区
の
１
１
８
床
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
認
知
症
高
齢
者
な

ど
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
な
ど
様
々

な
介
護
基
盤
の
整
備
を
積
極
的
に
進
め
、

介
護
度
の
状
況
に
よ
り
在
宅
生
活
が
困

難
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン
助
成
に
つ

い
て

問
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
を
要

望
す
る
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
帯
状
疱
疹
の
予
防
に
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
効
果
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る

が
、
国
や
都
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

助
成
制
度
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

奈
須
　
利
江

フ
ェ
ア
な
民
主
主
義

大
田
区
に
カ
ジ
ノ
の
恐
れ
は
な
い
か

問
大
田
区
は
カ
ジ
ノ
に
反
対
か
。

答
現
段
階
で
設
置
す
る
予
定
は
な
い
。

問
都
と
Ｉ
Ｒ
（
カ
ジ
ノ
）
に
関
わ
る
話

を
し
た
か
、
ど
ん
な
内
容
だ
っ
た
か
。

答
こ
の
問
題
を
議
論
し
た
こ
と
は
な
い
。

デ
ジ
タ
ル
関
連
法
4
万
件
一
括
改
正

問
ダ
ボ
ス
会
議
で
岸
田
首
相
は
、
グ
ロ

ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
援
す
る
た
め
デ

ジ
タ
ル
関
連
法
令
４
万
件
を
一
括
改
正

す
る
と
発
言
し
た
。
区
は
情
報
化
計
画

を
推
進
す
る
が
、
区
が
整
備
し
た
デ
ー

タ
基
盤
を
企
業
が
営
利
目
的
に
使
い
、

区
民
の
個
人
情
報
や
人
権
を
守
れ
る
か
。

国
家
資
本
主
義
に
な
ら
な
い
か
。

答
区
は
住
民
基
本
台
帳
、
税
務
・
健
康

医
療
な
ど
の
個
人
情
報
を
保
有
し
て
お

り
、
透
明
性
の
高
い
組
織
運
営
を
目
指

し
、
個
人
情
報
と
権
利
利
益
を
守
る
。

福
井
　
亮
二

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団

社
会
保
障
と
し
て
の
国
民
健
康
保
険

制
度
に
つ
い
て

問
新
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
は
値
上

げ
を
せ
ず
、
引
き
下
げ
る
べ
き
。

答
都
内
保
険
料
水
準
の
統
一
を
将
来
的

な
方
向
性
と
し
て
示
し
て
い
る
23
区
の

中
で
、
引
き
続
き
対
応
し
て
い
く
。

問
保
険
証
の
取
り
上
げ
は
行
わ
ず
、
短

期
証
、
資
格
証
明
書
の
発
行
は
や
め
る

べ
き
。

答
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
交
付
を
猶

予
し
て
い
る
。

問
延
滞
金
は
徴
収
せ
ず
、
徴
収
の
猶
予

や
換
価
の
猶
予
な
ど
を
滞
納
者
に
伝
え
、

寄
り
添
っ
た
対
応
を
す
べ
き
。

答
国
民
健
康
保
険
条
例
第
22
条
で
、
納

期
限
後
に
保
険
料
を
納
付
す
る
場
合
は
、

延
滞
金
額
を
加
算
し
て
納
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。
今
後

も
、
丁
寧
に
説
明
し
、
適
切
に
対
応
し

て
い
く
。

問
区
と
し
て
せ
め
て
未
就
学
児
の
均
等

割
の
助
成
を
行
い
、
未
就
学
児
の
均
等

割
負
担
を
な
く
す
べ
き
。

答
軽
減
額
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
国
の

制
度
の
中
で
検
討
す
べ
き
も
の
と
考
え

て
い
る
。

庄
嶋
　
孝
広

エ
ー
ル
お
お
た
区
議
団（
立
憲
）

こ
ど
も
の
意
見
表
明
と
区
政
参
加
に

つ
い
て

問
東
京
都
こ
ど
も
基
本
条
例
や
こ
ど
も

家
庭
庁
設
置
に
向
け
た
閣
議
決
定
な
ど
、

子
ど
も
の
意
見
を
政
策
に
反
映
す
る
流

れ
が
国
、
都
で
広
が
っ
て
い
る
。
区
も
、

子
ど
も
の
意
見
を
区
政
に
反
映
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
自
ら
が
社
会
の
役
に
立
っ
て
い
る
と

の
感
情
を
子
ど
も
が
持
て
る
機
会
と
な

り
、
若
者
の
社
会
参
画
を
促
進
し
、
よ

り
よ
い
政
策
形
成
に
つ
な
が
る
こ
と
も

期
待
で
き
る
。
子
ど
も
を
含
め
様
々
な

声
を
反
映
す
る
方
策
を
工
夫
し
て
い
く
。

問
ま
ず
は
公
園
整
備
に
あ
た
っ
て
、
子

ど
も
の
意
見
を
聴
く
機
会
を
設
け
る
こ

と
が
大
事
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
子
ど
も
を
含
め
た
多
世
代
の
公
園
利

用
者
か
ら
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
き
、

公
園
整
備
に
反
映
し
て
い
く
。

協
同
労
働
の
地
域
課
題
解
決
へ
の
活

用
に
つ
い
て

問
出
資
・
経
営
・
労
働
が
一
体
と
な
っ

た
協
同
労
働
は
、
話
し
合
い
に
よ
り

個
々
の
人
を
大
切
に
す
る
多
様
な
働
き

方
を
追
求
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の

生
活
支
援
な
ど
地
域
課
題
解
決
を
志
向

す
る
。
法
制
化
さ
れ
た
労
働
者
協
同
組

合
も
含
め
、
地
域
力
の
主
体
と
捉
え
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
多
様
な
主
体
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
課
題
解
決
は
重
要
で
あ
り
、
労
働

者
協
同
組
合
法
や
協
同
労
働
の
事
例
に

つ
い
て
情
報
収
集
し
、
研
究
し
て
い
く
。

高
山
　
雄
一

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合

持
続
可
能
で
快
適
な
ま
ち
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
脱
炭
素
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ

い
て
伺
う
。

答
区
内
全
域
に
お
け
る
建
物
と
移
動
手

段
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
の
削
減
を
加
速
化
し
て
い
く
。
住

宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
の
普
及
や
住
宅

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
な
ど
、
脱
炭
素
の

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
を
効
率

的
・
効
果
的
に
実
施
し
、
持
続
可
能
な

環
境
先
進
都
市
お
お
た
の
実
現
に
向
け

鋭
意
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

問
公
共
建
築
物
の
脱
炭
素
化
に
向
け
た

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
新
築
及
び
大
規
模
改
修
を
行
う
公
共

建
築
物
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
を
目
指
し
、
段
階

的
に
建
築
物
の
脱
炭
素
化
を
推
進
し
て

い
く
。

問
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
活
用

し
た
Ｅ
Ｖ
の
普
及
に
つ
い
て
、
区
の
考

え
を
伺
う
。

答
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
電
気
自

動
車
な
ど
の
利
用
を
増
や
す
こ
と
は
、

移
動
手
段
の
脱
炭
素
化
を
推
進
す
る
た

め
、
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の

た
め
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を

活
用
し
た
電
気
自
動
車
な
ど
の
利
用
促

進
策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

東
京
２
０
２
０
大
会
の
レ
ガ
シ
ー
と

今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策
に
つ
い
て

問
東
京
２
０
２
０
大
会
の
レ
ガ
シ
ー
を

ど
の
よ
う
に
継
承
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
健
康
増
進
、
国
際
理
解
と
国
際
意

識
の
醸
成
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ
イ
ン
ド

の
醸
成
な
ど
の
レ
ガ
シ
ー
を
継
承
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
。
大
会
の
レ
ガ
シ
ー

の
継
承
は
、
ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市
宣
言

を
行
っ
て
い
る
区
に
と
っ
て
重
要
と
考

え
、
そ
の
継
承
に
努
め
て
い
く
。

問
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
向
上
の
観
点
か
ら

も
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
更

な
る
区
民
へ
の
普
及
や
、
そ
の
大
会
の

開
催
の
検
討
に
つ
い
て
伺
う
。

答
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
密
を
避
け
１
人
で

も
手
軽
に
取
り
組
め
、
体
力
の
維
持
・

向
上
に
と
っ
て
非
常
に
有
効
な
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
る
た
め
、
よ
り
一
層
の
推
進
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
大

会
の
開
催
に
つ
い
て
、
区
民
に
と
っ
て

は
、
目
標
と
な
る
大
会
が
で
き
る
こ
と

は
大
き
な
励
み
に
な
り
、
多
く
の
区
民

が
大
会
に
集
い
交
流
し
共
に
走
る
こ
と

に
よ
り
一
体
感
が
生
ま
れ
、
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す

る
な
ど
の
効
果
も
見
込
め
る
こ
と
か
ら
、

大
会
の
開
催
を
検
討
し
て
い
く
。

渡
司
　
　
幸

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合

区
内
産
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

問
お
お
た
デ
ジ
タ
ル
ピ
オ
に
期
待
し
て

い
る
役
割
に
つ
い
て
伺
う
。

答
区
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
意
欲
的
な
企

業
の
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
と
支
援
し
、

成
功
事
例
へ
と
導
く
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
取
り
組
み
に
ち
ゅ
う
ち
ょ
さ
れ
て
い

た
企
業
の
新
た
な
動
き
を
誘
引
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

問
初
め
て
導
入
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
デ

ジ
タ
ル
商
品
券
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

質
問
と
答
弁
は
、
質
問
者
が
ま
と

め
た
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・



No.250 令和4年4月24日発行

会議録検索システム
区議会の会議録がインターネットを
利用して、検索閲覧できます。

詳しくは、区議会ホームページの会議録をご覧ください。詳しくは、区議会ホームページの会議録をご覧ください。5

速
報
値
と
成
果
、
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
伺
う
。

答
区
内
１
４
１
１
店
が
利
用
可
能
店
舗

と
し
て
登
録
さ
れ
、
販
売
総
額
は
約
９

億
８
０
０
０
万
円
、
う
ち
99
・
８
％
の

約
９
億
７
８
０
０
万
円
が
利
用
さ
れ
、

利
用
者
数
は
約
４
万
人
で
あ
る
。
情
報

格
差
の
対
応
と
し
て
、
庁
内
は
も
と
よ

り
地
域
と
の
連
携
強
化
、
き
め
細
か
な

フ
ォ
ロ
ー
な
ど
の
必
要
性
が
、
今
回
改

め
て
確
認
で
き
た
。
目
的
を
し
っ
か
り

定
め
た
上
で
の
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
の
活

用
は
、
今
後
の
有
効
な
手
法
の
１
つ
で

あ
る
と
考
え
る
。

教
育
に
つ
い
て

問
区
に
お
い
て
、
小
学
校
高
学
年
の
教

科
担
任
制
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

答
区
は
、
池
上
小
学
校
が
都
教
育
委
員

会
の
教
科
担
任
制
な
ど
推
進
校
の
指
定

を
受
け
、
効
果
的
な
実
施
方
法
の
研
究

を
進
め
て
い
る
。
今
後
も
推
進
校
の
実

践
か
ら
見
え
た
成
果
と
課
題
を
整
理
し

な
が
ら
、
小
学
校
教
科
担
任
制
を
推
進

し
て
い
く
。

問
区
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
導

入
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答
令
和
３
年
度
、
区
の
研
究
校
11
校
が
、

各
校
が
選
択
し
た
１
教
科
に
つ
い
て
、

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
導
入
し
、
文
部
科

学
省
の
調
査
研
究
に
協
力
し
て
い
る
。

４
年
度
は
、
全
小
・
中
学
校
で
、
国
語
、

社
会
、
道
徳
か
ら
選
択
し
た
１
教
科
、

及
び
英
語
の
２
教
科
を
導
入
す
る
予
定

で
あ
る
。

問
教
育
課
程
特
例
校
制
度
を
活
用
す
る

こ
と
の
意
義
と
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

答
区
教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
課
程
特

例
校
制
度
を
活
用
し
て
、
区
の
特
色
を

最
大
限
に
い
か
し
た
独
自
教
科
（
仮
称

未
来
も
の
づ
く
り
科
を
新
設
し
、
全
小

学
校
で
実
施
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
４
年
度
は
研
究
・
実
践
校
や
教
育

研
究
推
進
校
を
７
校
指
定
し
、
７
年
度

に
区
内
の
全
小
学
校
が
教
育
課
程
特
例

校
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
を
目
標
に
、

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
確
立
と
、
持
続
可

能
な
外
部
連
携
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進

め
て
い
く
。

大
森
　
昭
彦 

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合

蒲
田
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
蒲
田
駅
周
辺
地
区
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
の
改
定
が
進
ん
で
き
て
い
る
と
思
う

が
、
実
際
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
商
業
の
活
性
化
や
防
災
性
の
向
上
に

資
す
る
具
体
的
な
取
り
組
み
を
示
し
、

蒲
田
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

問
ま
ち
の
将
来
像
実
現
に
向
け
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
令
和
４
年
度
に
は
、
基
盤
整
備
方
針

を
取
り
ま
と
め
て
駅
東
西
自
由
通
路
や
、

持
続
的
に
発
展
す
る
蒲
田
の
実
現
に
向

け
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
蒲
田
駅
周
辺
の
再
開
発
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
ど
う
検
討
し
て
い
る
か
伺
う
。

答
東
口
駅
前
地
区
の
再
開
発
準
備
組
合

か
ら
協
議
会
に
対
し
、
３
年
12
月
か
ら

意
見
交
換
を
行
っ
て
お
り
、
区
も
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

大
田
区
の
Ｄ
Ｘ
化
に
つ
い
て

問
加
速
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
具
体
的

な
取
り
組
み
や
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
４
年
度
は
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
や
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策
な

ど
、
区
民
の
利
便
性
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
を
は
じ
め
、
区
保
有
デ
ー
タ
の

利
活
用
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
基
盤
整
備

に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
区
内
企
業
の
競
争
力
の
向
上
な
ど
区

が
Ｄ
Ｘ
化
に
ど
う
寄
与
で
き
る
か
伺
う
。

答
先
端
技
術
を
活
用
し
た
デ
ー
タ
を
活

用
し
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
や
地
域

産
業
の
一
層
の
進
展
を
目
指
し
て
い
く
。

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
と
若
者
の
交
流

事
業
に
つ
い
て

問
ゆ
い
っ
つ
の
機
能
を
ど
う
い
か
し
交

流
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

答
青
少
年
交
流
、
全
国
規
模
の
大
会
、

国
際
的
な
交
流
の
場
な
ど
健
全
育
成
に

向
け
た
交
流
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
隔
た
り
な
く

多
様
な
形
で
交
流
す
る
な
ど
、
取
り
組

み
の
推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

答
交
流
の
場
と
し
て
居
場
所
づ
く
り
に

お
い
て
も
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
様
々
な
交
流
の
ツ
ー
ル
の

一
つ
と
し
て
捉
え
検
討
を
進
め
て
い
く
。

自
治
会
と
の
連
携
と
今
後
に
つ
い
て

問
自
治
会
・
町
会
に
区
が
案
内
し
協
力

要
請
し
て
行
政
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、

地
域
に
期
待
す
る
点
に
つ
い
て
伺
う
。

答
新
た
な
担
い
手
を
巻
き
込
み
、
自
治

会
・
町
会
の
持
つ
力
を
最
大
限
に
い
か

せ
る
よ
う
引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
。

問
自
治
会
役
員
の
若
返
り
へ
ど
う
後
押

し
が
で
き
る
の
か
、
区
の
考
え
を
伺
う
。

答
新
た
な
人
材
確
保
の
た
め
の
き
っ
か

け
づ
く
り
の
支
援
、
若
い
世
代
の
担
い

手
育
成
を
は
じ
め
持
続
可
能
な
自
治

会
・
町
会
の
運
営
を
支
援
し
て
い
く
。

杉
山
　
公
一

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団

航
空
機
騒
音
の
規
制
強
化

問
羽
田
空
港
周
辺
住
民
の
健
康
に
つ
い

て
影
響
の
低
減
の
た
め
規
制
を
強
化
す

べ
き
。
環
境
基
本
法
の
航
空
機
騒
音
基

準
の
厳
格
化
を
国
に
働
き
か
け
る
べ
き
。

答
騒
音
規
制
の
強
化
で
は
な
く
各
種
騒

音
軽
減
策
の
強
化
を
国
に
求
め
て
い
く
。

羽
田
空
港
で
の
航
空
機
排
気
ガ
ス
の

環
境
破
壊
、温
暖
化
の
防
止
に
つ
い
て

問
脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
て
羽
田
空

港
に
あ
る
航
空
機
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ

る
二
酸
化
炭
素
削
減
は
待
っ
た
な
し
の

問
題
で
あ
る
。
羽
田
空
港
を
含
め
、
区

全
体
で
温
室
効
果
ガ
ス
を
２
０
１
０
年

比
で
60
％
減
ら
す
べ
き
。

答
２
０
３
０
年
度
ま
で
に
、
２
０
１
３

年
度
比
で
46
％
以
上
削
減
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

航
空
機
事
故
の
リ
ス
ク
の
軽
減
策
を

問
ゴ
ー
ア
ラ
ウ
ン
ド
の
削
減
は
安
全
へ

の
規
制
緩
和
で
あ
り
、
区
民
の
安
全
で

快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
の
た
め
に
元

の
安
全
な
飛
行
方
式
に
戻
す
べ
き
。

答
国
へ
騒
音
・
落
下
物
対
策
に
つ
い
て

万
全
を
期
す
よ
う
求
め
て
い
く
。

小
川
あ
ず
さ

エ
ー
ル
お
お
た
区
議
団（
立
憲
）

特
別
支
援
学
級
に
つ
い
て

問
特
別
支
援
教
室
で
の
具
体
的
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
特
別
支
援
教
育
の
専
門
性
を
有
す
る

巡
回
指
導
教
員
が
、
障
が
い
特
性
に
合

わ
せ
た
特
別
の
指
導
を
行
う
。ま
た
、全

て
の
教
職
員
が
同
じ
方
針
で
指
導
・
支

援
に
あ
た
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

問
特
別
支
援
教
室
の
教
員
の
専
門
性
の

向
上
に
対
し
て
、
具
体
的
な
例
も
含
め

た
区
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
教
育
委
員
会
は
、
特
別
支
援
教
室
の

巡
回
指
導
教
員
を
対
象
に
研
修
を
実
施

し
、
各
学
校
に
発
達
障
害
支
援
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
派
遣
し
、
指
導
・
助
言
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
つ
い
て
も

日
常
的
に
推
進
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て

問
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
か
ら
現
在

ま
で
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
に
、
ど
の

よ
う
な
成
果
が
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

答
自
ら
学
ぶ
学
習
へ
の
転
換
が
進
ん
で

お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
な
ど
が
高
ま
り
、
学
び
に

向
か
う
力
、
人
間
性
な
ど
の
資
質
・
能

力
が
育
ま
れ
て
い
る
。

問
区
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
活
用

に
つ
い
て
支
援
の
具
体
例
も
含
め
伺
う
。

答
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
際
に
発
生
す
る
様
々
な
技
術
的
課
題

を
解
決
す
る
た
め
の
助
言
を
行
っ
た
り
、

児
童
・
生
徒
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
際
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
具
体

的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

馬
橋
　
靖
世

大
田
無
所
属
の
会

防
災
対
策
に
つ
い
て

問
震
災
時
帰
宅
困
難
者
対
策
と
し
て
、

都
の
補
助
制
度
に
は
民
間
企
業
な
ど
が

主
体
と
な
っ
て
整
備
す
る
一
時
避
難
場

所
に
つ
い
て
、
国
と
都
で
10
割
を
補
助

す
る
制
度
な
ど
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。

制
度
を
周
知
し
、
着
実
な
地
域
防
災
計

画
の
実
行
を
担
保
す
る
た
め
民
間
企
業

と
の
協
力
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
民
間
企
業
と
の
連
携
を
推
進
し
て
い

く
た
め
に
は
、
区
が
真
摯
に
対
話
を
重

ね
、
そ
の
役
割
や
責
任
な
ど
に
つ
い
て

共
有
し
、
信
頼
関
係
を
構
築
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
地
域
に
あ
る
多

様
な
主
体
が
自
ら
の
責
任
で
行
う
自
助
、

共
助
と
、
区
が
取
り
組
む
公
助
の
連
携

と
協
働
に
よ
っ
て
地
域
力
を
結
集
し
総

合
防
災
力
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

松
原
　
　
元

令
和
大
田
区
議
団（
無
所
属
５
＋
維
新
１
）

通
所
介
護
へ
の
指
導
監
査
に
つ
い
て

問
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
手
当
が
給
与

に
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
総
額
と
し
て

最
低
賃
金
を
下
回
る
場
合
が
あ
る
。
事

業
者
や
労
働
者
に
賃
金
環
境
を
理
解
す

る
仕
組
み
を
整
え
る
こ
と
に
よ
り
、
介

護
人
材
が
集
ま
る
好
環
境
を
作
り
出
す

こ
と
が
で
き
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

答
高
齢
者
を
含
め
た
介
護
人
材
の
好
環

境
を
整
え
る
た
め
、
実
施
指
導
や
集
団

指
導
な
ど
を
通
し
て
、
事
業
者
に
向
け
、

引
き
続
き
、
介
護
職
員
に
対
す
る
賃
金

体
系
の
説
明
義
務
や
最
低
賃
金
な
ど
の

法
令
遵
守
の
周
知
徹
底
に
努
め
て
い
く
。

区
内
交
通
不
便
地
域
解
消
に
つ
い
て

問
特
に
勾
配
の
あ
る
田
園
調
布
、
中
馬

込
、
南
馬
込
の
３
地
区
に
関
し
て
は
、

優
先
し
て
行
政
主
導
の
も
と
議
論
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
社
会
情
勢
の
変
化
を
注
視
し
、
交
通

不
便
地
域
解
消
に
向
け
て
引
き
続
き
検

討
を
行
っ
て
い
く
。

問
今
後
の
議
論
に
お
い
て
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
、
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
サ
イ
ズ
の
運

用
を
検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
か
。

答
地
域
の
実
情
に
見
合
っ
た
デ
マ
ン
ド

型
交
通
に
つ
い
て
、
今
後
一
層
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
、
需
要
が
ど
の
程

度
あ
る
の
か
見
極
め
て
い
く
。

三
沢
清
太
郎

令
和
大
田
区
議
団（
無
所
属
５
＋
維
新
１
）

コ
ロ
ナ
の
水
際
対
策
に
つ
い
て

問
国
で
は
情
報
を
収
集
し
、
空
港
検
疫

に
い
か
す
仕
組
み
が
あ
る
と
の
こ
と
だ

が
、
そ
の
情
報
を
区
も
共
有
し
、
感
染

対
策
に
い
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

ま
た
東
邦
大
学
と
の
連
携
を
更
に
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
が
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
国
や
東
邦
大
学
と
の
連
携
を
進
め
、

最
新
の
情
報
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、

専
門
的
な
知
見
を
取
り
入
れ
た
感
染
症

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
コ
ロ
ナ
の
急
拡
大
で
自
宅
療
養
者
が

増
え
て
い
る
。
ご
み
に
ウ
イ
ル
ス
が
付

着
し
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、
集
積
所

を
引
き
受
け
て
い
る
家
庭
は
感
染
リ
ス

ク
が
高
い
。
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
鑑
み
、

区
も
ご
み
の
戸
別
収
集
へ
か
じ
を
切
る

べ
き
と
考
え
る
が
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
費
用
対
効
果
の
点
か
ら
慎
重
に
考
え

る
必
要
が
あ
る
が
、
課
題
の
一
つ
と
し

て
、
今
後
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

校
則
の
全
文
公
開
に
つ
い
て

問
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
校
則
の
全
文
公

開
を
求
め
る
が
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
入
学
前
の
周
知
状
況
に
つ
い
て
各
学

校
に
確
認
し
、
更
な
る
見
直
し
を
検
討

す
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
で
の
校
則
の
公
開
を
段
階
的
に

進
め
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

録画中継の動画配信のご案内
～スマートフォンなどから手軽にご視聴いただけます～

　2〜 5面に掲載している代表・一般質問議員
の顔写真の下にある QR コードをスマートフォ
ンやタブレットなどで読み取ると、その議員の
質問の動画（YouTube で配信）
がご視聴いただけます。
※視聴にあたり事前に読み取り用アプ
リのインストールが必要となる場合が
あります。

簡単アクセス！

）
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録画中継
本会議などの模様を録画したテレビ中継
映像をインターネットで配信しています。
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一般会計総額　3,008億7,435万6千円

高齢者や障がい者の福祉、保育園・児童館の運営など【福祉費】	 5,344円
防災対策や区役所・出張所の運営など【総務費】	 1,332円
小・中学校、教育関係の経費など【教育費】	 1,162円
道路、公園の整備など【土木費】	 648円
保健所の運営など【衛生費】	 469円
清掃事業など【環境清掃費】	 376円

まちづくり事業など【都市整備費】	 283円
産業振興など【産業経済費】	 194円
区債の償還など【公債費】	 141円
区議会の運営【議会費】	 34円
予備費	 16円
諸支出金	 1円

大田区の予算を1万円にたとえると、そのつかいみちは…

令和4年度予算の概要区長提出議案

　令和4年度予算は、「感染症の危機を克服し、ポストコロナに向けて、変化する生活・価値観を捉え、ひととまちが成長を続ける未来を
切り拓いていく予算」と位置付け、新型コロナウイルス感染症の危機を克服するとともに、激甚化する自然災害への備えなど安全・安心
で強靭なまちづくりや、安心して子どもを産み育てられ、誰一人取り残すことのない地域づくりなど、「大田区政に関する世論調査」など
から得られた区民ニーズ、デジタル技術を活用した施策の充実や脱炭素化・SDGsを意識した様々な取り組みを進め、経済活力とまちの魅
力を高め、ポストコロナを見据えた持続的な成長につなげる施策に、限りある経営資源を効果的・効率的に配分し、予算を編成しました。
① 効果的な感染症対策と防災・減災力を高める備えを進め、安全・安心で強靭なまちづくりに向けた取組み
② 安心して子どもを産み育てられる環境と学びを保障し、誰もが活躍できる包摂的な地域づくりの実現に向けた取組み
③ 経済活動を支え、魅力と利便性あふれるまちづくりを促進し、ポストコロナを見据えた持続的な成長につながる取組み
④ デジタル技術の活用、脱炭素化やＳＤＧｓなど時代の潮流を意識した地域社会を築く取組み

感染症の危機を克服し、ポストコロナに向けて、変化する生活・価値観を捉え、
ひととまちが成長を続ける未来を切り拓いていく予算

令和4年度予算の財政規模（会計別前年度比）

3,008億7,435万6千円 3,008億7,435万6千円

地方譲与税（0.6%）
16億5,600万1千円

利子割交付金（0.1%）
2億1,700万円

配当割交付金（0.4%）
12億6,000万円
株式等譲渡所得割交付金
（0.5%）
15億7,500万円

地方消費税交付金（5.2%）
156億9,900万円
自動車取得税交付金（0.0%）
1千円地方特例交付金（0.2%）

5億7,000万円
環境性能割交付金（0.1%）
2億3,800万円

特別区税
（25.4%）
764億9,806万
8千円

特別区税
（25.4%）
764億9,806万
8千円

特別区交付金
（24.9%）
750億1,800万円

特別区交付金
（24.9%）
750億1,800万円

国庫支出金（19.7%）
592億8,060万1千円

都支出金（7.5%）
226億9,508万9千円

繰入金（5.5%）
165億7,347万1千円

寄附金（0.1%）
3億3,919万7千円

財産収入（0.5%）
13億9,717万6千円

諸収入（2.6%）79億7,058万3千円
繰越金（0.7%）20億円

特別区債（2.5%）75億円

使用料及び手数料（2.7%）
79億7,480万3千円
分担金及び負担金（0.8%）
23億4,936万6千円
交通安全対策特別交付金（0.0%）
6,300万円

議会費（0.3%）
10億1,813万7千円

総務費
（13.3%）
400億7,941万
1千円

総務費
（13.3%）
400億7,941万
1千円

福祉費（53.4%）
1,607億7,907万円
福祉費（53.4%）
1,607億7,907万円

衛生費（4.7%）
141億309万7千円

産業経済費（1.9%）
58億4,531万3千円

土木費（6.5%）
194億8,200万4千円

都市整備費（2.8%）
85億1,648万5千円

環境清掃費（3.8%）
113億2,417万3千円

公債費（1.4%）
42億4,545万3千円

教育費（11.6%）
349億6,457万7千円

諸支出金（0.0%）1,663万6千円

予備費（0.2%）5億円

一般会計歳入 一般会計歳出

3,008億7,435万6千円
（2.4％増）

国民健康保険事業 658億6,966万7千円（0.5％減）

後期高齢者医療 186億4,915万7千円（7.0％増）

介護保険 583億3,240万1千円（2.1％減）

特
別
会
計

一
般
会
計

※グラフの計算は、原則として表示単位未満を四捨五入しています。
※カッコ内の数字は構成比を表しています。
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会議録検索システム
区議会の会議録がインターネットを
利用して、検索閲覧できます。
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予算の主な事業・質疑令和4年度

安心して子どもを産み育てられる環境と
学びを保障し、誰もが活躍できる

包摂的な地域づくりの実現に向けた取組み

効果的な感染症対策と防災・減災力を
高める備えを進め、安全・安心で強靭な

まちづくりに向けた取組み

　発達障がいを持つ母親の早期発見が大切と考えるが、区の見解を伺う。

　令和4年度からはバースデーサポート事業として、区との接触機会が少な
い２歳児を育てる家庭への支援を強化する。電子申請・届出サービスを用い
たアンケートにより、母子の心身の状態や子
育ての状況などを確認し、大田区子育て応援
券を配布するとともに、支援が必要と思われ
る家庭については、保健師などが個別に相談
を受け、必要な支援につなげていく。

　コロナ禍で、介護サービス事業所などに従事する介護職員に多くの負荷が
かかっている。苦境にある介護現場を支えるため、区としてどのような対策
をとっているのか伺う。

　区では、介護職員のワクチン接種に関して、１・２回目同様に、３回目の
ワクチンの優先的な接種を進め、感染リスクの低下に取り組んでいる。また、
介護事業所などに対し、PCR検査経費補助事業を実施するとともに、マスク
や手袋などの衛生物品の配布を行うなど、感染防止対策に努めている。更に
現場への支援として現在、東邦大学と連携し、施設における感染対策につい
て協議を進めている。

●新型コロナウイルス感染症対策  ……………………………  2億8,573万4千円
●防災意識の向上  …………………………………………………… 4,359万7千円

●子育て世代への切れ目のない支援  …………………………  1億8,077万4千円
●重層的支援体制の推進  …………………………………………… 4,965万1千円

　重層的支援体制整備事業において、相談者の悩みの本質を見極めるスキルが
必要と考えるが、全庁的な体制整備の具体策について伺う。

　重層的支援体制整備事業について、相談者の立場に立って、関係機関と連
携して解決のために支援していくという考え方を、各計画会議などで周知・
共有するとともに、職員に対しては今後、研修などの場において重層的支援
体制整備事業の理解促進と包括的に支援することの意識付けを行う予定であ
る。更に新たに機能設置する大田区福祉人材育成・交流センターでは、区職
員が地域包括支援センターやJOBOTAをはじめとする相談支援機関と相互
に具体的な知識や対応策を習得するための各種研修事業の実施を予定してい
る。

　マイ・タイムラインの普及促進事業の具体的な取り組みについて伺う。

　令和4年度はこれまで開催していたマイ・タイムラインの作成方法などの
講習会に加え、グループ単位で申請いただいたところに出向いて解説を行う
マイ・タイムライン出前講座を新たに展開していく。グループ単位で出前講
座に参加いただき、参加者同士で地域の災
害リスクについての認識を共有することで、
みんなで災害に立ち向かい、助け合うとい
う機運の醸成の一助になると考えている。
区民に浸透していくよう、工夫を凝らしな
がら普及啓発に取り組んでいく。

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

応
援
券

応
援
券

予算特別委員会での議論から見る令和4年度予算の主な事業

デジタル技術の活用、脱炭素化や
SDGsなど時代の潮流を意識した

地域社会を築く取組み
　令和4年度予算に（仮称）大田区脱炭素戦略を立案すると
なっている。これまで以上の温室効果ガスの削除には、住
宅用太陽光パネルの設置費を助成すべきと考えるがいかが
か。

　区内各地域における再生可能エネルギーの導入の可能性
や、区民・事業者のニーズ調査、意見交換などを踏まえ、
数値的なデータ分析などにより脱炭素まちづくりの実現に
向けたロードマップとなる（仮称）大田区脱炭素戦略を立
案する予定である。ロードマップに基づき、エビデンスに
基づいた温室効果ガス削減施策を計画的に進めていく。

Q

A

経済活動を支え、魅力と利便性あふれる
まちづくりを促進し、ポストコロナを
見据えた持続的な成長につながる取組み

　ハネダピオについて、入居事業者と積極的に連携し、国
内外に対し情報発信していく動きを期待するがいかがか。

　今後のハネダピオの役割は交流の輪を街区全体に広げる
フェーズに移していくことである。具体的な手法として、
PiO PARKの交流機能を最大限活用することが街区全体の価
値を高めることにつながると
考えている。令和３年度は公
募によって市場性の高い案件
の呼び込みに集中的に取り組
んでおり、具体的案件を通じ
てサポート体制の拡充や有益
な情報発信の仕組みを整備し
ていく。

　大森駅西口周辺の都市計画事業について今後どのように
進むのか伺う。

　今後は用地測量を経て令和5年度末に都市計画事業認可を
取得し具体的な事業に着手していく。地権者に対し、適切
な補償の下、土地をお譲りいただいた上で、大森駅西口周
辺の整備を進めていく。

Q

Q

A

A

●脱炭素社会の実現に向けた取組み  ………… 　997万7千円
●区における自治体ＤＸの取組み  ……… 　6億1,628万4千円
●資源プラスチック回収事業  …………………　8,751万5千円

●PiO PARKの活用  ………………………… 4億2,168万1千円 
●大森駅周辺地区のまちづくり  ……………… 1億147万9千円
●新空港線の整備主体設立及び関連事業  …  11億8,574万8千円
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予算特別委員会　区長が作成した一会計年度における、地方公共団体の収入支出などを見積もった予算を審査するために設置される委員会。

総括質疑、しめくくり総括質疑　予算案全般に関して行う質疑。大田区議会では、４人以上の会派が行うことができる。

款別質疑　 予算・決算の費目の区分名である「款」「項」「目」「節」の分類の「款」ごとに歳出予算を区切って行う質疑。総務費、福祉費、衛生費、産業経済費、
土木費、都市整備費、環境清掃費、教育費などに分けて行われる。

　　　　　また、一般会計予算の歳入及び各特別会計予算の歳入歳出の質疑を含む。

用 語 解 説

予算に対する
各会派の意見

令和4年度
　令和４年度大田区一般会計予算及び国民健康保
険事業・後期高齢者医療・介護保険の各特別会計予
算について、２月24日の本会議で予算特別委員会

（議長を除く44名で構成）を設置し、３月８日から
22日までの実質８日間にわたり集中的に審査しま
した。これらの予算に対する各会派の意見は次のと
おりです。なお、一般会計及び各特別会計予算は賛
成者多数で可決しました。

　令和３年度は、新型コロナワクチン接種の対応に追われた1年でした。大
田区では65歳以上の方への接種スタートが遅れ、マスコミでも多く報道され
ました。自由民主党大田区民連合では国とのパイプをいかし保健所と連携し、
武田/モデルナ社製ワクチン確保につとめ、区でもPiOをはじめ、キヤノンや
工学院など民間の力を借りて大規模集団接種会場を次々と開設し、各クリ
ニックの個別接種が中心のファイザー社製ワクチン接種と併せて、区ホーム
ページからワクチン接種の予約が取れるということで、区民の安心につなが
り、好事例としてマスコミにも多く取り上げられました。４年度も引き続き、
コロナウイルスとの戦いは続きますが、松原忠義大田区長が総責任者として
先頭に立ち、全職員一丸となって、スピード感を重視し、適切に対応するこ
とを求めます。コロナ禍前より、10歳未満の子どもや30代の層の転出超過
が続いています。これはちょうど幼稚園や保育園に入園したり小学校へと進
学、家を購入したりする時期に重なります。つまりは教育に適した環境で子

育てをしようと真剣に検討した結果、若いご家族に大田区が選ばれていない、
元から住んでいた家庭が引っ越しをして出ていくということは、自治体とし
ての大田区が厳しい評価を受けていることを示しています。子育て世帯の転
出における実態把握を行い、今後子育て世帯やいわゆる「サラリーマン層」
の中間所得勤め人層のニーズをしっかりと捉え、施策ギャップを埋め、区民
満足度を高め、「選ばれる自治体」を目指していくことを望みます。

　2022年度予算は「感染症の危機を克服し、ポストコロナに向けて（略）
未来を切り拓いていく予算」として、ワクチン接種、重度知的障がい者グル
ープホームの整備など、区民の声に応え評価する施策もありますが、①新型
コロナで痛めつけられた区民への対策が不十分で、更にくらし・福祉の予算
を切り捨てています。新型コロナ対策はワクチン関連や業者支援は融資のみ
で区民への直接支援がなく、全事務事業見直しで313項目約７億円のくら
し・福祉の予算を削減・廃止しました。②ポストコロナの方向で大規模開発、
公民連携と大企業のもうけ優先の「まちづくり」の予算となっています。新
空港線計画（蒲蒲線）を「最も重要な事業の１つである」とし、新空港線関
連予算12億円を計上して積立基金は90億円余となりました。③自治体の一
層のデジタル化をすすめ、公民連携と職員削減を強引に進めています。以上
３点から党区議団は反対しました。党区議団は、不要不急の新空港線関連等
などを減額し、新型コロナ対策として小中学校児童生徒への抗原検査キット

の配布や高齢者医療費窓口半額助成、世帯向け家賃助成、小中学校給食費の
無償化など、61億円の予算の増額の提案をしました。各特別会計について、
国民健康保険は保険料の滞納者が約３割いるにもかかわらず年平均5,438円
引き上げとなりました。後期高齢者医療は今年10月から窓口原則１割から２
割負担になります。介護保険について、要支援１・２の介護外しが依然と続
いています。区民への負担増やサービス切り捨てとなり反対します。

世界平和を願い、だれ一人取り残さない大田区へ向けて

コロナ対策と区民を支えるために全力を尽くす予算に

自由民主党大田区民連合

日本共産党大田区議団

●�後期高齢者医療特別会計
●�介護保険特別会計

●�一般会計
●��国民健康保険事業特別会計賛成

●�後期高齢者医療特別会計
●�介護保険特別会計

●�一般会計
●��国民健康保険事業特別会計反対
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審査日程

本会議 本会議予算特別委員会

しめくくり
総括質疑 討論採決 予算特別委員長報告、

討論採決

予
算
審
査
の
流
れ

（
令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
）

2/24 3/253/223/4

総括説明

3/8

総括質疑

2/24

正副委員長
互選

3/8〜 3/17

款別質疑

・提案理由説明 ・予算特別委員指名 
・ 予算特別委員会の設置 ・委員会付託

本
会
議

議案の上程

　大田区議会公明党は、第１号議案から第４号議案に至る全ての議案に賛成
の立場から討論を行います。ワクチン接種事業について、本区は、松原区長
のリーダーシップの下、健康政策部を中心に総力戦で対応し、基礎自治体と
してはまれな1日で5,000人規模の接種会場の運営を行ったことなどを高く
評価します。３回目接種、又は４回目接種に向け、今まで積み上げた経験と
チームワークで事業の推進をよろしくお願いします。
　令和4年度の予算編成は、区長の強い思いを反映し、事務事業の見直し強
化も随所に確認できますが、決断時はちゅうちょなく行っていただくことを
申し添えます。令和４年度一般会計予算は４つの重点課題を中心に財源を振
り分け、予算規模は、3千8億7,435万円余、前年度比＋71億円、2.4％の増
と、過去最大規模の予算となっており、区民の生命や健康を守る感染症対策
や子育てや教育、地域包括の取り組み、暮らしと経済を支える施策、デジタ
ル技術の活用やSDGsの取り組みにわが党の要望に応えていただいた新規事

業や拡充事業など、多くの事業が見られ、高く評価いたします。
　高校生等医療費無償化についてですが、人口流出を念頭に、「選ばれる自
治体」を打ち出し、具体的に検討していただくことを強く要望いたします。
　本予算特別委員会の場で、わが党の各委員が行った質問は、一人ひとりの
区民から聞いた現場の声であります。事業として具体化することを求めまし
て、賛成とし、共産党から出された動議については反対を主張いたします。

　令和大田区議団は、令和４年度大田区一般会計予算及び、第２号議案から
第４号議案に至る各特別会計予算、全てに賛成いたしました。本予算は、新
型コロナウイルス感染症との戦いが長期化し、財政基金を取り崩すなど区財
政が困難に直面する中、限りある経営資源を適所に配分した財政規模である
と理解し、評価するところであります。予算特別委員会の場で、「想定され
ていたほどの財政難ではないのではないか」というご意見もありましたが、
公表された予算過程と総括質疑におけるご答弁からは、区長査定時に激しい
攻防がなされたのだと推察いたします。また、コロナ禍における影響とは別
に、従前より懸念されていた、法人住民税の一部国税化、ふるさと納税など
の不合理な税制改正の影響は、いよいよ座視できない状況になってまいりま
した。特に、ふるさと納税に関しては、過去最大42億円の減収が想定される
危機的な事態に怒りを感じます。区には内外に対しての一貫したシティプロ
モーションの実施をお願いいたします。今回区の掲げた４つの重点課題、特

に防犯対策と保健・健康対策に関しては、これまでの当会派の要望してきた
内容も多数あり大きく期待するところです。蒲田のまちづくりと一体的に進
める新空港線蒲蒲線についてですが、「３年度内の関係者合意及び第三セク
ター設立に向けた取り組みを目指す」との区長答弁を信じ、当会派はこれま
で賛意を示してまいりました。松原区長には、夢ある蒲田の都市機能更新の
ため、見える成果を勝ち取っていただくことを強く要望いたします。

感染予防対策の強化とアフターコロナへの戦略的推進を

区長が先陣を切り、大田区の未来を切り開け！

大田区議会公明党

令和大田区議団
（無所属５＋維新１）

●�後期高齢者医療特別会計
●�介護保険特別会計

●�一般会計
●��国民健康保険事業特別会計賛成

●�後期高齢者医療特別会計
●�介護保険特別会計

●�一般会計
●��国民健康保険事業特別会計賛成

予算特別委員会審査の様子 田村英樹　副委員長 大森昭彦　委員長
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◎
は
全
会
一
致
（
17
件
）

	

◆
は
賛
成
者
多
数（
23
件
）

■  

区
長
提
出
議
案  

■

令
和
４
年
度
予
算

◆
一
般
会
計

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

　
詳
細
は
６
～
７
面
掲
載
の
と
お
り
。

令
和
３
年
度
補
正
予
算

◆
一
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会
計
（
第
８
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）

　
35
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８
３
６
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康
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）

　

療
養
給
付
費
の
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、
９
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１
、
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７
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る
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◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
（
第
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）

　
広
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大
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Ｓ
Ｄ
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推
進
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条
例

　
Ｓ
Ｄ
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を
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に
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、
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域
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決
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、
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◎
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条
例

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

の
施
行
に
よ
る
行
政
機
関
の
保
有
す

る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律

の
廃
止
に
伴
い
、
規
定
を
整
備
す
る
。

◆
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例

　
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
政
令

の
改
正
を
踏
ま
え
、
服
務
の
宣
誓
に

係
る
規
定
を
改
め
る
。

◎
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例

　
出
生
サ
ポ
ー
ト
休
暇
を
新
設
す
る
。

◎
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

　
非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
の
取
得
要

件
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
育
児
休

業
を
取
得
し
や
す
い
勤
務
環
境
の
整

備
に
関
す
る
措
置
等
に
つ
い
て
必
要

な
事
項
を
定
め
る
。

◆
大
田
区
手
数
料
条
例

　
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法

律
の
改
正
に
伴
い
、
規
定
を
整
備
す

る
。

◎
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
条
例
の
施
設
の

一
部
の
供
用
停
止
に
関
す
る
条
例

　
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
の
大
展
示
ホ
ー

ル
の
供
用
停
止
期
間
を
変
更
す
る
。

◆
大
田
区
南
六
郷
創
業
支
援
施
設
条
例

　
南
六
郷
創
業
支
援
施
設
に
お
い
て
設

置
す
る
図
工
室
の
名
称
を
試
作
室
に

改
め
る
と
と
も
に
、
試
作
室
の
個
人

使
用
の
使
用
料
に
係
る
規
定
を
整
備

す
る
。

◆
大
田
区
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
条
例

　
所
得
基
準
超
過
者
に
つ
い
て
心
身
障

害
者
福
祉
手
当
を
支
給
し
な
い
こ
と

と
す
る
ほ
か
、
規
定
を
整
備
す
る
。

◆
大
田
区
特
別
区
道
路
占
用
料
等
徴
収

条
例

　
道
路
占
用
料
の
額
を
改
定
す
る
。

◆
大
田
区
公
共
物
管
理
条
例

　
公
共
物
の
占
用
料
及
び
使
用
料
の
額

を
改
定
す
る
。

◆
大
田
区
立
公
園
条
例

　
公
園
の
占
用
料
の
額
を
改
定
す
る
と

と
も
に
、
森
ケ
崎
緑
華
園
の
多
目
的

室
の
使
用
料
を
定
め
る
ほ
か
、
規
定

を
整
備
す
る
。

◎
大
田
区
保
育
の
必
要
性
の
認
定
等
に

関
す
る
条
例

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
令
の

改
正
に
伴
い
、
低
所
得
の
多
子
世
帯

の
特
例
措
置
に
係
る
同
時
入
所
要
件

を
撤
廃
す
る
ほ
か
、
規
定
を
整
備
す

る
。

◆
大
田
区
立
保
育
園
条
例

　
大
田
区
立
仲
六
郷
保
育
園
を
廃
止
す

る
。

◆
大
田
区
国
民
健
康
保
険
条
例

　
一
般
被
保
険
者
に
係
る
基
礎
賦
課
額

の
保
険
料
率
等
を
改
定
す
る
ほ
か
、

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
改
正

に
伴
う
規
定
の
整
備
を
す
る
。

財
産
の
交
換

◆
財
産
の
交
換

　
久
が
原
地
域
集
会
所
の
用
に
供
す
る

区
有
財
産
を
交
換
す
る
。

契
約
の
締
結

◆
呑
川
合
流
改
善
貯
留
施
設
立
坑
設
置

工
事
請
負
契
約

　
契
約
金
額
：
28
億
６
、
５
５
０
万
円

　
契
約
の
相
手
方
：
大
成
・
佐
々
木
建

設
工
事
共
同
企
業
体

特
別
区
道
路
線
の
廃
止

◎
特
別
区
道
路
線
の
廃
止

　
大
田
区
蒲
田
五
丁
目
14
番
４
の
地
先

か
ら
大
田
区
蒲
田
五
丁
目
13
番
６
の

地
先
ま
で

協
議

◎
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約

　
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
に
関

す
る
協
議
を
行
う
に
当
た
り
、
地
方

自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）

第
２
９
１
条
の
11
の
規
定
に
基
づ
き
、

議
会
の
議
決
を
経
る
。

■  

報
告  

■

●
区
の
義
務
に
属
す
る
損
害
賠
償
額
決

定
に
係
る
専
決
処
分

　
プ
ー
ル
の
給
水
管
破
損
に
よ
る
漏
水

事
故

　
処
分
日
：
令
和
４
年
１
月
６
日

　
賠
償
金
額
：
44
万
５
、
５
０
０
円

工
事
請
負
契
約
の
専
決
処
分

●
大
田
区
仲
池
上
二
丁
目
付
近
管
渠き

ょ

改

良
工
事
（
下
水
道
）
請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
４
年
１
月
６
日

　
契
約
金
額
を
２
億
17
万
８
、
０
０
０

円
か
ら
１
億
９
、
０
２
０
万
１
、
０

０
０
円
に
変
更
す
る
。

●
仮
称
大
田
区
新
蒲
田
一
丁
目
複
合
施

設
新
築
工
事
請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
４
年
１
月
13
日

　
契
約
金
額
を
36
億
４
、
４
９
４
万
９
、

０
０
０
円
か
ら
36
億
５
、
６
７
２
万

６
、
０
０
０
円
に
変
更
す
る
。

●
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
特
定
天
井
改
修

そ
の
他
工
事
請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
４
年
１
月
７
日

　
契
約
金
額
を
３
億
３
、
６
７
１
万
円

か
ら
３
億
４
、
６
０
９
万
３
、
０
０

０
円
に
変
更
す
る
。

●
仮
称
大
田
区
新
蒲
田
一
丁
目
複
合
施

設
新
築
電
気
設
備
工
事
請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
４
年
１
月
13
日

　
契
約
金
額
を
５
億
４
、
９
４
７
万
２
、

０
０
０
円
か
ら
５
億
５
、
０
３
８
万

５
、
０
０
０
円
に
変
更
す
る
。

●
仮
称
大
田
区
新
蒲
田
一
丁
目
複
合
施

設
新
築
機
械
設
備
工
事
請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
４
年
１
月
13
日

定
例
会
で
決
ま
っ
た
議
案
な
ど

第 1 回

ホームページのご案内
　議会の新着情報や議
員名簿、会議日程などを
お知らせしています。ぜ
ひご活用ください。

簡単アクセス！

大田区議会 検索

　
契
約
金
額
を
５
億
５
、
７
６
０
万
１
、

０
０
０
円
か
ら
５
億
５
、
７
８
９
万

８
、
０
０
０
円
に
変
更
す
る
。

■  

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦  

■

◎
石
井
一
平　
◎
松
本
浩
子

◎
加
藤
裕
子　
◎
立
石
敬
三

◎
鈴
木
優
子　
◎
坂
野
麻
実
子

■  

議
員
提
出
議
案  

■

◎
ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
軍
事
侵
攻
を
非
難
し
断
固
抗
議
す

る
決
議
（
12
面
に
全
文
を
掲
載
）

■  

委
員
会
提
出
議
案  

■

◎
大
田
区
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

大
田
区
組
織
条
例
の
改
正
に
伴
い
、

規
定
を
整
理
す
る
。

■  

そ
の
他  

■

議
員
の
派
遣

◎
長
野
県
東
御
市
議
会
親
善
訪
問

　
派
遣
期
間
：
令
和
４
年
４
月
26
日
か

ら
４
月
27
日
ま
で

　
派
遣
場
所
：
長
野
県
東
御
市

　
派
遣
議
員
：
岸
田
哲
治
、　
押
見
隆
太
、

　
鈴
木
隆
之
、
湯
本
良
太
郎
、

　
長
野
元
祐
、
岡
元
由
美
、
秋
成
靖
、

　
小
峰
由
枝
、
末
安
広
明
、
大
竹
辰
治
、

荒
尾
大
介
、
松
原
元
、
須
藤
英
児
、

　
平
野
春
望
、
荻
野
稔

聴覚などに障がいのある方へ
本会議及び委員会で
は、手話通訳者の派遣
と FM 受信機の貸し
出しを行っています

●	手話通訳者を希望される方
　傍聴希望日の７日前までに問い合わせ先へお申し
出ください。

●	ＦＭ受信機の貸し出しを希望される方
　傍聴の際にお申し出ください。
　※本会議及び予算・決算特別委員会のみ。

簡単
アクセス！

問い合わせ先 議会事務局　FAX5744-1541　電話5744-1474

議会ライブ中継のご案内
  本会議及び予算・決算特別委員会の様子を、デジタル
サイネージ（電子看板）などでライブ中継します。中継
をご覧になれる施設は、次のとおりです。
● 区役所本庁舎1階ロビー ● 特別出張所
● 大田区産業プラザPiO ● 大田区総合体育館

※大田区民ホール・アプリコにつきましては、令和5年2月
28日まで工事に伴う全館休館のため、議会ライブ中継を中
止しております。
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会議録検索システム
区議会の会議録がインターネットを
利用して、検索閲覧できます。
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第1回 定例会 委員会付託された請願・陳情の結果 審査結果

総務財政委員会
沖縄戦戦没者の遺骨が含まれる土砂を埋め立てに使用しないよう求める意見書採択の請願 不採択
5Ｇの健康影響と基地局設置の状況について大田区として明らかにして頂く陳情 不採択
国民健康保険料の値上げをせずに東京都に財政支援を求める意見書提出についての陳情 不採択

健康福祉委員会 5歳～11歳の子供への新型コロナワクチン接種当面のストップについての陳情 不採択

まちづくり環境委員会
区道路側帯に通行の妨害になる障害物が設置、放置されないよう管理、監督を求める陳情 継続
本門寺公園内（仮設）犬の広場閉鎖に関する陳情 継続

こども文教委員会 すべての子どもたちがすこやかに育つ大田区をめざす為の請願 不採択
議会運営委員会 海外親善訪問調査を取りやめることを求める陳情 不採択

羽田空港対策特別委員会
航空機騒音の規制強化を大田区から国に求める陳情 不採択
屋内での低周波を含む航空機騒音の測定とそれが人々へ及ぼす影響の調査を求める陳情 不採択
大田市場の着陸機、新仲七町会会館の離陸機の騒音機数が増えている現状検証を願う陳情 不採択

今定例会で委員会付託された請願・陳情の結果は以下のとおりです。

第1回 定例会 意見が異なった議案に対する各会派の態度一覧 自 公 共 令 エ フ
ェ 無 フ

ォ 結果

令和4年度予算

一般会計 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決
国民健康保険事業特別会計 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決
後期高齢者医療特別会計 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決
介護保険特別会計 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

令和3年度補正予算

一般会計（第８次） ○ ○ × ○ ○ × - ○ 可決
国民健康保険事業特別会計（第２次） ○ ○ × ○ ○ × - ○ 可決
後期高齢者医療特別会計（第２次） ○ ○ × ○ ○ × - ○ 可決
介護保険特別会計（第２次） ○ ○ ○ ○ ○ × - ○ 可決

条例の制定
大田区ＳＤＧｓ推進会議条例 ○ ○ ○ ○ ○ × - ○ 可決
大田区ハト・カラスへの給餌による被害防止条例 ○ ○ ○ ○ ○ × - ○ 可決

条例の一部改正

大田区組織条例 ○ ○ × ○ ○ ○ - ○ 可決
大田区個人情報保護条例 ○ ○ × ○ ○ × - ○ 可決
職員の服務の宣誓に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ × - ○ 可決
大田区手数料条例 ○ ○ ○ ○ ○ × - ○ 可決
大田区南六郷創業支援施設条例 ○ ○ ○ ○ ○ × - ○ 可決
大田区心身障害者福祉手当条例 ○ ○ × ○ × × - ○ 可決
大田区特別区道路占用料等徴収条例 ○ ○ ○ ○ ○ × - ○ 可決
大田区公共物管理条例 ○ ○ ○ ○ ○ × - ○ 可決
大田区立公園条例 ○ ○ ○ ○ ○ × - ○ 可決
大田区立保育園条例 ○ ○ × ○ × × - ○ 可決
大田区国民健康保険条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

財産の交換について ○ ○ ○ ○ ○ × - ○ 可決
契約の締結 呑川合流改善貯留施設立坑設置工事請負契約 ○ ○ ○ ○ ○ × - ○ 可決

議員提出議案

大田区中小企業・小規模企業振興条例 × × ○ × × × - × 否決
大田区高齢者入院見舞金の支給に関する条例 × × ○ × × ○ - × 否決
大田区世帯向家賃助成に関する条例 × × ○ × × × - × 否決
大田区学校給食費助成条例 × × ○ × ○ × - × 否決

○：賛成　×：反対

令和3年度一般会計補正予算
（第8次）を可決

　第1回定例会に提出された令和3年度一般会計補正予算（第8次）は、第7次補正予算編成後に生じた状況の変
化に速やかに対応し、不用額精査や執行努力、一般財源の伸びにより生まれた財源を活用し、財政の持続可能性
を確保するための予算として、35億4,836万5千円を減額するものです。今回の一般会計補正予算で計上された
主な事業は、以下のとおりです（▲は減額）。

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
8
次
）

の
主
な
事
業

総務費
公共施設整備資金積立基金積立金	 20億5,700万円
　公共施設整備資金積立基金積立金の増
福祉費
前年度国・都支出金等返還金（児童福祉費）	
	 14億7,844万1千円
　過年度分実績確定に伴う返還（子ども・子育て支援交付金等）
衛生費
新型コロナウイルスワクチン予防接種
	 ▲8億7,886万8千円
　執行見込による減

産業経済費
中小企業融資	 ▲1億9,396万2千円
　執行見込による減
土木費
道路改良事業	 ▲1億9,203万3千円
　契約落差等による減
都市整備費
鉄道駅総合バリアフリー推進事業
	 ▲6,859万1千円
　執行見込による減

環境清掃費
職員人件費（環境保全費）	 ▲4,195万円
　 人員減、共済費の減、異動に伴う職員構成の

変動等による減
教育費
子育てのための施設等利用給付
	 ▲3億82万8千円
　執行見込による減
公債費
特別区債償還利子等	 ▲1億1,484万7千円
　特別区債発行に係る経費の減

自…自由民主党大田区民連合 ⒂
公…大田区議会公明党 ⑽

共…日本共産党大田区議団 ⑻
令…令和大田区議団（無所属5＋維新1）⑹

 エ …エールおおた区議団（立憲）⑶
フェ…フェアな民主主義 ⑴

 無 …大田無所属の会 ⑴
フォ…東京政策フォーラム⑴

会派名
（所属議員数）



　去る2月24日、国際社会の懸命な外交努力にもかかわらず、ロシア連邦はウク
ライナに対する軍事侵攻を開始した。
　これは独立国に対する力による一方的な現状変更の試みであり、ウクライナの
主権と領土の一体性を侵害する明白な国際法違反であるとともに、国際秩序の根
幹を揺るがす行為として断じて容認できず、断固として抗議する。
　幾多の試練を乗り越えながら、不断の努力によって人類が築いてきた信義と公
正からなる国際社会の連帯を、このような暴挙によって踏みにじろうとすること
は許されない。
　よって、大田区議会はロシア連邦がすべての戦闘を無条件に停止し、軍をウク
ライナ領内からすみやかに撤退させるよう求めるとともに、当該地域の秩序と安
寧が早期に回復されるよう強く訴える。
　以上、決議する。
　令和4年3月4日

大田区議会

ロシア連邦によるウクライナへの
軍事侵攻を非難し断固抗議する決議

No.250 令和4年4月24日発行

録画中継
本会議などの模様を録画したテレビ中継
映像をインターネットで配信しています。
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議員研修会を開催
　大田区議会では、区が抱える課題について知識や対応策の理解を深めるため、
各分野の専門家を招き、毎年全議員を対象とした研修会を開催しています。
　令和３年度の内容は次のとおりです（オンラインと対面を併用して開催）。
開催日 令和３年９月24日（金）
テーマ これからの公園整備について
講師 舟久保　敏 氏（国土交通省都市局　公園緑地事業調整官）

　区民にとって身近な公園は、自然と触れ合い、緑に癒やされる憩いの場とし
て、注目されています。また、公園や緑地が持つ多様な機能が、災害時や地域課
題を解決する資源として、見直されてきています。今の時代に公園に求められる
役割について学び、これからの公園整備につ
いて考えていくため、研修会を開催しました。
　講師として、舟久保敏氏をお招きし、公
園の整備活用を通じて都市の課題解決に貢
献していくためにどのような機能・役割を
担っていくべきかなどについて、ご講話い
ただきました。 研修会の様子

開催日 令和４年２月28日（月）
テーマ ヤングケアラーについて
講師 堀越　栄子 氏（日本女子大学　名誉教授）

　大人に代わって日常的に家事や家族の世話を行っている18歳未満の子ども
はヤングケアラーと言われており、学習や進学面などの影響が社会的に懸念さ
れています。ヤングケアラーの実情を理解
し、子どもの心身の健やかな成長にはどの
ようなサポートができるのかを考えていく
ため、研修会を開催しました。
　講師として、堀越栄子氏をお招きし、ヤ
ングケアラー支援の諸課題などについて、
ご講話いただきました。 研修会の様子

　令和４年１月14日に、大田区議会では初めて委員会防災訓練を実施し
ました。
　訓練の目的は、委員会開会中に大規模地震が発生した際、適切に対応で
きるようにすることとし、区内最大震度５強の地震が発生した想定で行い
ました。
　訓練では、地震発生時に、委員長
が議事を一時中断し、命を守る３動
作（①姿勢を低くする②体・頭を守
る③ゆれが収まるまでじっとしてい
る）を維持することや、議長が議会
における災害対応方針に基づき委員
会閉会要請を判断し、委員長が委員
会の閉会を宣言する流れの確認など
を行いました。

委員会防災訓練を実施しました

命を守る３動作を実施する様子

議長が委員会閉会要請を判断する様子 委員会閉会要請を各委員会室に伝達する様子

令和3年第2回大田区議会臨時会
を開催しました

　大田区議会は令和3年第2回臨時会を令和3年12月27日に開催しました。
　この臨時会には、区長提出議案として令和３年度大田区一般会計補正予
算（第７次）が提出され、審議の結果原案どおり可決しました。

■ 区長提出議案 ■
令和３年度補正予算
◆�一般会計（第7次）146億4,429万1千円増額する（詳細は、以下に掲
載）。

令和３年度一般会計補正予算（第７次）を可決
　第２回臨時会に提出された令和３年度一般会計補正予算（第７次）
は、住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業に係る経費
及び子育て世帯への臨時特別給付金給付事業に係る経費として、146
億4,429万1千円を増額するものです。今回の一般会計補正予算で計
上された事業は、以下のとおりです。

一般会計補正予算（第7次）の事業
福祉費
住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業
	 108億3,130万1千円
　住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金支給に係る経費
子育て世帯への臨時特別給付金給付事業	 38億1,299万円
　子育て世帯への臨時特別給付金支給に係る経費

�意見が異なった議案に
対する各会派の態度一覧

自公共令エフ
ェ無フ

ォ 結果

令和3年度一般会計補正予算
（第７次） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

○：賛成　×：反対

第2回 臨時会

自…自由民主党大田区民連合 ⒂
公…大田区議会公明党 ⑽
共…日本共産党大田区議団 ⑻
令…令和大田区議団（無所属5＋維新1）⑹
エ…エールおおた区議団（立憲）⑶

フェ…フェアな民主主義 ⑴
 無 …大田無所属の会 ⑴
フォ…東京政策フォーラム⑴
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